
 

『英學史論叢』執筆要領 
 
1. 『英學史論叢』に載録するものは研究論考・研究ノートおよびその他のものとする。

いずれも未発表のものに限る。 

 
2. 研究論考・研究ノート，その他のものとも，標準書式に従った完全原稿をパソコン

等を用いて作成し，プリントアウトして提出するものとする。 

 
3. 研究論考・研究ノートは日本英学史学会中国・四国支部研究例会，日本英学史学会

本部月例会および全国大会，ならびに他支部研究例会における口頭発表をまとめた

ものとする。これによらない投稿論文も受理することがある。いずれも正副 3 通を

提出するものとし，正本 1 部には執筆者名を明記し，副本 2 部には執筆者名を伏せ

る。 

 
4. 研究論考・研究ノートは参考文献・資料・図版等を含め，10 ページ以内とする。 

 
5. 掲載決定後の最終原稿は，修正を求められている場合はそれに対応した上で，プリ

ントアウトしたもの及びデジタルデータを提出する。原稿は提出されたものをその

まま印刷するものとし，したがって，執筆者による校正は行わない。 

 
6. 研究論考・研究ノートの掲載料は 1 編につき 3,000 円とする。ページ数を超過した

場合は，1 ページにつき 1,000 円の追加掲載料を負担するものとする。学生会員に

ついては，規定ページ数以内の場合は掲載料を免除する。但し，ページ数超過の場

合は，超過分について１ページ当たり 1,000 円を負担する。 

 
7. その他のものについては，英学史随想，英学史時評，新刊書評・紹介等とする。こ

れについては会員の投稿および編集委員会の執筆依頼によるものとし，いずれも原

則として 2 ページ以内とする。なお，新刊書評・紹介は日本英学史学会中国・四国

支部会員の著書ならびに中国・四国支部の活動に関わる著作を取り上げるものとす

る。 

 

 

 

 



 

『英學史論叢』標準書式 
 
1. 用紙はＢ5 判白紙を用い，上部および下部に 25mm，左右に 20mm，それぞれ余白 
 をとる。 

 
2. 本文は，10.5 ポイント文字を使用し，1 行あたり 38 文字，1 ページ 38 行の書式に

よって作成する。フォントは，和文は明朝体，欧文は Century を用いる。和文中の

読点は「，」（全角コンマ）とし，和文・欧文を問わず，英字・数字はすべて半角文

字とする。 

 
3. 本文第 1 ページに論文タイトル，執筆者名を記す。論文タイトルは 18〜22 ポイン 

 ト文字を使用し，中央に置く。執筆者名は本文と同じ大きさの文字を用いて，右に 
 寄せて記す。第 1 ページには，タイトル，執筆者名に続いて，30 行を本文（見出し 

 を含む）にあてる。なお，最終原稿の論文末に，右に寄せて，執筆者の所属をカッ 

コに入れて示すこととする。 

 
4. 本文中の見出しについては前節との間を 1 行アキとし，番号を付してゴシック体と

する。但し，見出し中に欧文が含まれる場合にはそのフォントを Arial とする。 

 
5. 注は，尾注とし，本文中に右肩数字によって注のあることを明記する｡ 

 
6. 参考文献は論文末に一括して示す。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 


